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■新年度を迎えて 

福島地区電友会 

会長 斉藤 政夫 

新年度を迎えて４カ月、そして 

５月には平成天皇の譲位により、

新元号であります令和元年を迎え

て早くも３カ月が経過しまして、

今年も福島盆地を始め、県北地域特

有の蒸し暑い季節の到来となりました

が、会員の皆様にはお変わりなくお過ごしの事

と思います。 

平成の語源は、「内平らにして外成る」と云

う意味であるとのことでしたが、振り返ります

と、平成の３０年間は、東日本大震災に伴う原

発事故を始めとして、全国至る所で大規模な地

震、台風及び集中豪雨等に見舞われて、困難な

時代であったような気が致します。  

過日、ある地方紙に万葉集研究家の「令和の

意味」についての解説が掲載されておりました

が、令和は、万葉集の歌を束ねる序文でありま

す、「梅花宴序」の、「時は、初春の令月にし

て、気淑く風和らぎ・・・」から取られたそう

ですが、解説では、天気も良く、素晴らしい場

所に気の良い仲間が集まり、風も穏やかで、友

との素晴らしい春の宴会の様子が描かれている

そうです。 

更に結びでは、人生は無常で短いからこそ、

あるがままの人生を楽しもう、と云うのが当時

の太宰府の哲学で、そのためにも平和こそが重

要であると云う東洋の理想が込められているそ

うです。 

「令和」の時代は、元号の意味にちなんで、

争いがなく、平和で、災害がなく、安全、安心 

 

 

な時代であってほしいと思っております。 

さて、次に、本題の電友会活動について述

べさせて頂きますが、令和元年度の活動につき

ましては、「心豊かに・健やかに・ますます輝

く毎日を」を活動の基本として、4月19日の総

会及び観桜会を皮切りに、東北地方本部の評議

委員会、更に福島支部の総会を経て、5月１４

日に地域担当幹事の皆さんを含めた全体役員会

を開催致しまして、今年度活動の具体的実行計

画を審議、確認し、実質的な活動をスタートし

ました。 

今年度も前年度同様、最重点取り組みは次の

２点と考えております。 

① 会員の心豊かな生活と生き甲斐の支援実

施。  

・新規会員の拡大、サークル活動の活性化 

・ボランティア活動の推進 

② ＮＴＴ諸施策への協力と連携強化 

・ＮＴＴ・ＣＳＲ活動への積極的参加 

・所外不良設備の情報提供の推進 

 以上ですが、今年度の私達電友会の活動は、

新元号の「令和」の意味にちなんで、素晴らし

い場所に気の良い仲間が集まり、風も穏やかで、

友との素晴らしい活動状況となる様に、可能な

限り全員参加型の活動による更なる活性化を目

指して行きたいと思っております。 

最後になりますが、今年度も、会員の皆様の

ご支援とご協力を切にお願いすると共に、益々

のご健勝を祈念致しまして、簡単ではあります

がご挨拶とさせて頂きます。 
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■福島地区定期総会・観桜会模様 

４月１９日ホテルエクセル恵比寿において、

平成最後となる定期総会が会員７１名の参加の

もと開催されました。 

初めにここ１年間で逝去された会員１１名

に対し全員で黙とう捧げ、続いて、当日参加し

た米寿・喜寿を迎えた会員８名の方に会長から、

記念品の贈呈が行われました。 

次いで、議長に丹野博薫さんを選出し議事に

入り、３０年度事業報告・決算報告及び会計監

査結果の承認、さらに３１年度事業計画(案)及

び予算(案)の提案についても、それぞれ承認を

頂き、役員改選に入り次の方が新たな役員とな

りました。 

  会 長  斉藤 政夫(留任) 

  副 会 長  末永 秀昭(留任) 

    〃    高橋 敬一(新任) 

  事 務 局 長  山田  斉(新任) 

  事 務 局 次 長  佐々木 功(新任) 

  常 任 幹 事  鈴木 敏和(留任) 

  常 任 幹 事  三浦 利夫(新任) 

  幹   事  赤井 義男(留任) 

〃    荒木 省一(新任) 

〃     伊藤  重(留任) 

    〃    大戸  実(留任) 

    〃    古川 純三(新任) 

    〃    鈴木 高純(留任) 

    〃    渡辺 正春(留任) 

  会 計 監 査  太田 岩夫(留任) 

    〃     羽田 英夫(新任) 

 

 議事が終了後、今回で退任された役員４名の

方々に、会長から御礼の品が渡されました。 

 横山紘さん・小笠原生雄さん・阿部忠さん・

松浦宏光さん長い間ありがとうございました。

おわりに、この１年で新入会の方の紹介があ

り、総会は無事に終了しました。 

会員のみなさん、今年１年間よろしくお願い

いたします。 

 

 

定期総会後、恒例の観桜会を来賓４名・会員

７４名が参加し行われました。 

新任された山田事務局長の司会進行で、来賓

の方々の挨拶の後、米寿・喜寿者を代表して大

塚さんの音頭により乾杯を行い花宴に入りまし

た。今回も恒例の、県産銘酒を抽選により各テ

ーブルに１本ずつ配られ、花宴も進むにつれ、

進行係をカラオケクラブが務め、カラオケは順

番待ちの状況で、また、斎藤馨さんの仮装によ

る創作ダンスも飛び出し大いに盛り上がりまし

た。 

楽しい時間のたつのは早いものです、佐々木

新事務局次長の３本締めの中締めが行われ、ま

た、元気に秋のＯＢ・ОＧ交流会でお逢いする

ことを約束し、盛会のうちに終宴となりました。 

 

  

斉藤会長挨拶 米寿の皆さん 

  

喜寿の皆さん 大塚さんによる乾杯 

  

県産銘酒 斎藤薫さんの仮装 
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■第一回役員会兼地域担当幹事会議 

 ５月１４日、福島テルサにおいて、２９名の参加

により開催されました。 今年１年の事業計画を推

進するため、役員・幹事の意識合わせの会議とし

て例年開催されており、今年は先の総会で承認さ

れた地域幹事による「会費徴収」の具体的な説明

が中心となりました。山田斉事務局長の司会により

始まり、今期で地域幹事を退任する岸波喬さんに

斉藤会長から記念品が贈呈されました。 
 議事では、事業計画の具体的な進め方・役員幹

事の役割などについて事務局から説明し、事業計

画の再確認と意識合わせがなされました。 
 

 
斉藤会長挨拶       退任の岸波さん 

 
            会議会場模様  
 
会議終了後、場所を珍満賓館に移し懇親会を行

いました。宴は新役員の古川純三さんによる乾杯

により始まり、中華料理と県産銘酒を頂き懇親を深

め盛会のうちにお開きとなりました。 
 

古川さんによる乾杯 宴会場模様 

■サークル代表者会議模様 

７月１１日、ＮＴＴ花園ビル２階会議室におい

て、吾妻会と合同で１１サークル１８名が参加し開

催されました。会議では各サークルの活動計画、

活動状況の報告、課題やサークルの活性化を中

心とした活発な議論が行われました。 
☆サークル情報 
①ＩＴサークル悠々クラブ（会員数：22 名） 

例会：8月を除き毎月山下ﾋﾞﾙｱﾍﾞﾆｭｰﾙで実施。 
目標：会員のﾊﾟｿｺﾝに関する問題点の解消・ｽｷ

ﾙ向上を目指す 
②しのぶ囲碁クラブ（会員数：18 名） 

例会：年 6 回山下ﾋﾞﾙ OB ｻﾛﾝで実施（水曜日） 
     （今後 10/9・11/13・1/8・2/12・3/11） 
  その他：南 3 県大会（9/11）、忘年大会(12/11) 
③しのぶゴルフ倶楽部（会員数：42 名） 
  例会：3~11 月（年 9 回）の競技会 
    南 3 県交流ｺﾝﾍﾟ（南仙台ｺﾞﾙﾌ C.C） 
 定期（年次）総会：11 月の競技会終了後 

④麻雀サークル（会員数：17 名） 
  例会：年度 4 回山下ﾋﾞﾙ OB ｻﾛﾝで計画（2 回実

施済、今後 9 月・10 月に予定） 
⑤パークゴルフ倶楽部（会員数：21 名） 

   例会：8 月、1~2 月を除き毎月 1 回、三地区交流

会（福島・相馬・南相馬）は毎年11月開催 
  勉強会：ｴﾁｹｯﾄ・ﾏﾅｰ・ﾙｰﾙ（総会開催時） 
  ♡お試しﾌﾟﾚｰを随時受付中 
⑥電友福島カラオケクラブ（会員数：16 名） 

例会：年 12 回（奇数月：ｶﾗｵｹﾎﾞｯｸｽで練習、 
    偶数月：ｽﾅｯｸで成果発表） 各月第3月曜日 
⑦蕎麦を楽しむ会（会員数：30 名） 
  例会：毎月第 1 水曜日（渡利の空き事務所） 
   （4 月総会、12 月忘年会、1 月新年会） 
①打ち方②裁ち方③茹で方及び洗い方／体験 

⑧電友福島ボーリングクラブ（会員数：25 名） 
  例会：四半期毎に年 4 回（からしまボウル） 
     （12 月又は 1 月に忘年会・新年会開催） 
    例会の他にﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ大会開催予定 
⑨楽しい手作りサークル（会員数：10 名） 
  例会：毎月第 2 火曜日 
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⑩絵手紙サークル（会員数：8 名） 
例会：毎月第 3 水曜日 

⑪里山トレッキング倶楽部（会員数：33 名） 
  例会：毎月第 3 金曜日にﾄﾚｯｷﾝｸﾞ実施（4 月総

会、8 月暑気払い、12 月忘年会、1 月新

年会）、大人の休日倶楽部切符を利用し

遠方へﾄﾚｯｷﾝｸﾞを年 1~2 回実施 
 

■長寿者からの感想  （掲載順不同） 

□米寿のお祝い 

 

■渡辺 太明勇さん 

 皆様のお陰で米寿のお祝

いを頂き、感謝を申し上げ

ます。他人事のように思っ

ていたことだけに深く感動

いたしました。これからの生かされた人生は健

康が第一としか思い浮かばないですが、適度な

運動と趣味を楽しみながら安らかに過ごしたい

ものです。 

 

■大塚 正謄さん 

 米寿のお祝いを頂きありが

とうございます。これほどの

寿命があったのかと、先ず親

に感謝し、今まで支えてくださった多くの方々

に心より御礼申し上げます。町会や老人クラブ

の役員から解放されて、文字通り晴耕テレビの

毎日を送っています。昭和、平成、令和と三つ

の年代を生きて、花と緑に囲まれての毎日は最

高です。出来るだけ誰にも迷惑をかけずに、残

された日々を送りたいと思っています。 

 

■柴田 敏雄さん 

米寿のお祝いを頂き有難うご

ざいました。退職してから３０年

その間２度の大腸手術を受けま

したが幸い順調に回復して今は毎月内科医に通

院し、年相応に元気です。趣味の陶芸を月に４回

程度と、小さな庭で家庭菜園を楽しんでいます。

最近は足が弱ってきたので歩くことを心掛けてい

ます。 

 

■伊藤 胖さん 

大変ありがとうございました。 
 

 

 

 

■佐藤 宗吾さん 

米寿のお祝い、ありがとうござ

いました。 
 

 

 

■紺野 勉さん 

元気でおります。この度はどう

もありがとうございました。 

 

 

《その他の米寿の皆さん》 

   渡辺 久さん  伊藤 榮一郎さん  

 

□喜寿のお祝い 

 

■南場 康英さん 

 喜寿祝い有難うございまし

た。毎日息子の鍼灸マッサー

ジ治療院で手伝いをしなが

ら、朝夕犬の散歩をするのが

日課となってます。以前から

脊柱管狭窄からの腰痛で、長く歩けず好きな馬

術やスキーも出来ずにいましたが、鍼治療で大

分良くなり、今はゲレンデスキー程度なら・・

と言う気になっています。これからは３歳にな

った愛犬「小太郎」が生きてる間は、自分が先

に逝かない様頑張っていきます。 
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■森田 広行さん 

あれ？昨年秋に 75才から

の「後期高齢者医療保険証」

を受けたばかり…‥？早くも

数え喜寿になったのか！女孫

5人(3才～12才)も大きくな

ったなあ～と、お迎えやら、祝い事を行うたび

思いつつ、孫の遊び相手で年忘れ！他、買い物、

敷地内の手入れ、テレビ番、など気ままな日暮

し生活⁉です、また、昨年春からツバメが中庭の

壁に巣を造り年二回5羽ずつ生まれて、巣立ち

の経過を観察しながら、庭木や芝生、小さな家

庭菜園を楽しんでおります。電友会皆様と健康

長寿を共に過ごしたく思います。喜寿祝いあり

がとうございました。 

 

■丹野 博薫さん 

この度は、喜寿のお祝いを頂

きましてありがとうございま

した。後期高齢者の仲間入り

をして高齢者無料乗車証を頂

き、読み書きにはハズキルーペが

手離せなくなりました。現在、電友会の里山登

山の他、陶芸、水泳を通じて健康維持に努めて

います。豊かな老後は、健康からをモットーに

一日一日を大切に頑張ります。 

 

■三森 陸美さん 

日頃は愛犬胡麻太郎十五歳と

の一日約１万歩の散歩。サーク

ル活動はＩＴサークル・囲碁・

パークゴルフ所属。町内会の庶

務・地区連合会の環境部長を務め

ています。にじの会のボランティア活動では音

声化翻訳でＰＣと格闘しています。 

 

■廣田 幸夫さん 

 この度は喜寿のお祝いを頂き

まして、まことに有難うございま

した。昭和十八年に誕生し以降昭

和、平成を生き今年令和へと時代が

変わりました。四十数年間の在職中は先輩諸氏

同僚の皆様方には大変お世話になり無事勤め上

げました。退職と同時に家で親の介護をしなが

ら、退職者の会の役員として会員皆様方のお手

伝いをさせて頂いて現在に至っております。一

方で地域の町内会、お寺護持会世話人等のお手

伝いをやらして頂いております。電友会益々の

発展と、皆様のご活躍をお祈り申し上げます。    

 

■枝並 広四さん 

伊達市では市民の健康を 

重要な行政課題としていて、 
私の住む町内でも集会所を利

用し、昔のお兄さんやお嬢様

を中心に「元気づくり体操」を三年程前より週

二日、午前中二時間程行っています。参加者は

十五人程で行っています。休憩時間はお口の運

動、世間話に花が咲きます。私はその他にパー

クゴルフを週に一日、相馬市で二十人程で三時

頃まで楽しみ、歩数は一万歩を超えています。

冬は１～２月に米沢スキー場で二十日位滑って

います。考えてみるとパークゴルフで六十日、

体操で百日、冬のスキーと合わせると百八十日

を超える程になります。その他に土地を借りて、

季節毎に八人家族の食べる野菜作りを行い、体

力をつけながら、三百六十五日連休の日常を楽

しんでいます。 

 

■犬飼 隆さん 

 退職後、先輩に誘われて電友

会の写真クラブに入会しまし

た。写真に関する構図、色合、

自然現象、露出等色々な事を学

びました。写真クラブ解散後、２年前にＩＴサー

クル悠々クラブに入れて頂き、ＩＴの様々な事を学

んでおります。何歳になっても新しい知識は必要

と思っております。 

《その他の喜寿の皆さん》 

    野地 東生さん  水口 厚三さん 
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  新 入 会 員 紹 介 

      （掲載順不同） 

 

■門馬 満清さん 

昭和４１年武蔵野三鷹電報

電話局に採用され、平成２３年

３月に相互接続担当勤務を最後

に退職致しました。４５年の間、

たくさんの方と知り合い、また、経験もさせて

頂きました。振り返ってみますと、仕事は勿論、

人間関係においても大変さはありましたが、諸

先輩からの御指導もあり、また仲間との繋がり

を深めることが出来、楽しい思い出となってお

り感謝しております。遅咲きの入会となりまし

たが、これからは皆様にお世話になり、色々な

行事に参加して、可能な限り頑張って行きたい

と思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

■佐藤 政美さん 

昭和４７年６月に郵政受

入で福島電報電話局第一線

路宅内課に配属となり、そ

の後データ通信、電信機械、

専用線、法人営業（ＳＩ・Ｓ

Ｍ）と渡り歩き、平成２５年３月にＮＴＴ東日

本－福島開通コントロールセンタ（大町ビル）

を最後に退職しました。振り返ればこの間、通

信形態が電話からＩＴへ大きな変革がもたらさ

れ、通信技術もメタルから光へ、交換機からＳ

Ｗへと激しく様変わりして行く中、必死にもが

いてきた４３年間だったような気がします。退

職後は、趣味の家庭菜園やゴルフ等を楽しみな

がらのんびり過ごしております。この度ゴルフ

仲間から、電友会（信夫クラブ）へのお誘いを

受け、入会させて頂くことになりました。私に

とって電友会は敷居が高く、なかなか一歩を踏

み出せずにいましたが、これからは福島の地域

で先輩の方々やかつて一緒に働いた皆様方と、

楽しく交流を深めて行ければと思いますので、

どうぞよろしくお願い致します。 

 

■吉田 喜美さん 

昭和４３年、小野新町電報電

話局に採用されＭＥ福島ネット

ワーク担当を最後に平成２６年

に退職致しました。  ６０歳退

職後５年間契約社員として働かせて

頂きました。退職者の会の旅行で、そばを楽し

む会の参加を勧められ電友会への入会をさせて

頂きました。入会後は先輩の皆様、同年輩の方

々と楽しく活動させて頂いております。所内系

の仕事が長くおもしろい話も出来ない私ですが

電友会の皆様には今後ご指導頂きながら活動で

きるように頑張りますのでよろしくお願い致し

ます。 

 

Ｎ Ｔ Ｔ 施 策 に 協 力 

 

■「福島空港花咲かそうＰＴ」の参加 

６月２９日「福島空港花咲かそうＰＴ」に、

３名の会員の協力を頂き、福島空港の斜面に、

ひまわりの苗をハート型の花壇に植え付けしま

した。作業終了後、バーベキューを行い楽しい

時間を過ごすことができました。参加人数はＮ

ＴＴが県内約４０名、県外（本社募集ボランテ

ィア）約３０名、ＡＮＮ及び福島空港周辺の地

域の方々が約８０名の総勢１５０名で６０００

株を植栽しました。 

 
ひまわりの苗を植える羽田英夫さん、佐藤京子さん 

 
■「福島ひまわり里親プロジェクト」に協力 

今年も２０名の地区会員の方に協力を頂き、

秋の種収穫に向けて、自宅の庭や畑で栽培をし

て頂いています。 
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趣 味 の コ ー ナー 

 

     

 蘭は美しい花です。この美しさに魅かれて30

数年、今ではすっかり虜になってしまいました。

現在およそ200株を栽培しています。 

 

 デンドロビューム    シンビジューム 

 

蘭の原産地は熱帯、亜熱帯地方です。根は木

の幹にへばりついて、生きています。乾季、雨

期の季節に合わせて成長、休止を繰り返します。

自然環境に適応するため、高度に進化して現在

の姿になりました。 

蘭の栽培にとって、日本の夏は暑すぎ、冬は寒

すぎます。最適気温は年中15℃～30℃くらいで

す。したがって、日本では冬の対策が重要です。 

私は簡易温室に電気ヒーターを使用して、この 

温度をキープしています。 

また、蘭の花は長持ちすることでも人気があり 

ます。受粉を手伝う虫が少ない環境での知恵な 

んでしょう。しかし、来年も花を見るためには

早めに切って、株を休ませることが大事です。 

  蘭の気持ちを知ることが、いい花を咲かせる

第一歩です。蘭に夢中になって、年をとるのを

忘れました。蘭は長寿植物です。50年いやそれ

以上という人もいます。私もそれにあやかりた

いと思っています。 

 これからの社会は SF小説に書いてあるよう

な時代になります。5G時代のサービスを楽し

み、それに一輪の花を添えて心豊かな人生にし

たいと考えています。 

 

会員の社会貢献活動 

 
■交通安全協会から表彰 

 令和元年６月１２日、会員の渡辺正春さんが

交通安全協会二本松地区分会連絡協議会より、

交通安全運動の推進と交通安全協会の運営発展

に努めた功績により、感謝状を授与されました。

（福島民友 令和元年6月17日掲載） 

 

■令和元年度市民カメラマンに決定 

 福島市の令和元年度の市民カメラマンに会員

の渡部司さんが選ばれました。撮影された写真

や動画は、市民だよりやホームページ・ＳＮＳ

などに掲載されます。会員の皆様も是非ご覧く

ださい。（市政だより7月号に掲載記事） 

 

１２月までの催し物 

 
１.第２回地区役員会議 

日時：９月５日(木) １５時３０分～ 

  場所：ＮＴＴ山下ビル アベニュール 

２.文化講演会 

日時：１０月２３日(水) １１時～ 

  場所：ザ・セレクトン福島（予定） 

カトレア 

「蘭と遊ぶ」  

小笠原生雄さん 
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３.ＮＴＴグループＯＢ・ＯＧ交流会 

日時：１０月２３日(水) １２時３０分～ 

  場所：ザ・セレクトン福島（予定） 

４.第３回地区役員会 

日時：１２月１９日(木) １５時３０分～ 

  場所：珍満賓館 

            

 

事 務 局 だ よ り 

 

≪ＮＴＴ東日本福島支店人事≫ 

   ○福島支店長 
     ◇新任（２０１９年７月１日付） 
      山貫 昭子（経営企画部 広報室室長） 
     ◆退任（２０１９年７月１日付） 
      山口 圭介（相互接続推進部  

接続ｼｽﾃﾑ部門長へ転出） 

  ○企画総務部長 

◇新任（２０１９年７月１日付） 
       高木 慎一（ＮＴＴ－ＭＥ経営企画部 

経営企画担当課長） 
      ◆退任（２０１９年７月１日付） 
        石井 宏明 

（ＮＴＴ印刷 総務部担当部長へ転出） 
 

≪訃報情報≫ 

■ご冥福をお祈りします 

○佐藤 一男 様 

   （平成３０年９月２２日 享年９１歳） 

○小嶋 正男 様 

    (平成３１年１月１５日 享年８８歳） 

○尾形 功衛 様 

   （平成３１年１月１９日 享年８６歳） 

○村山 悙樹 様 

  （平成３１年３月６日 享年８９歳） 

○尾形 則重 様 

  （平成３１年３月２９日 享年８９歳） 

 

○善方 寛治 様 

 （平成３１年４月１日 享年８６歳） 

○松本 敏 様 

 （平成３１年４月１９日 享年７７歳） 

○宍戸 直司 様 

 （令和元年５月２５日 享年９４歳） 

○東海林 成男 様 

 （令和元年７月１１日 享年９２歳） 

 

 

＜会員の皆様へお願い＞ 

 

１．「会費納入」促進のお願い 

会員の皆様方にお願いしています会費は、電

友会活動を支える大切な財源になっております。   

今年度は皆様に早期納入して頂きありがとうご

ざいます。まだ納入されていない方は、大変申し

訳ありませんが早急に納入をお願い致します。  

尚、「振込取扱票」の紛失された方もいらっしゃ

ると思いますので、今回の会報等の配布時に再発

行させて頂きますので宜しくお願い致します。 

（問合せ先：電友会 会計担当 531-7421） 

 

２．不良設備情報の提供 

８～１０月は「不良設備情報提供強化期間」とな

っています。特に線路系出身の会員の皆様方に

は、最低一人１件の提供をお願いします。 

 

３．東北会報８６号の原稿提供 

（随想、俳句、川柳等）  

  締切は令和元年10月15日事務局必着です。 

      

 

残暑の厳しい日が続いております。水分の補給

など熱中症対策をしっかりとやりましょう。 


